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要 旨 
16世紀から 19世紀にかけての三百年間は中国と西洋との文化交流にとって非常に
重要な時期であると言える。この時期に中国と西洋との間で経済、文化、政治の各分
野における交流が盛んになるにつれて、西洋人による中国の言語に関する研究も進展
した。この時期の西洋人宣教師や外交官、商人らはその宣教、外交、貿易という各々
の目的への必要から、相次いで中国語の学習を開始した。彼らの多くは学習を通して
中国語に精通し、中国語の文献を欧米の諸言語に翻訳したほか、さらに中国語教材や
辞典、中国語研究の著作の数々を著し、中国語研究の領域でも傑出した貢献をした。
中国と西洋の言語学界の初期の没交渉、そして意識形態の相違、学術的偏見、客観的
研究の条件などの諸々の要因によって、中国の言語学界はこれら西洋の中国語研究の
歴史に対してしかるべき評価をしてこなかったが、このような情況は、近年徐々に改
善されつつあると言える。 
 本論文は 16 世紀から 19 世紀における西洋人の中国語研究に関する文献に対して、
言語学的考察を行うことによって、西洋人の中国語の文体観と文法観を分析し、西洋
人が分類した高雅、中間、粗野の三つの文体の境界を明確化し、西洋人による中国語
の具体的な文法項目に対する認識を総括し、そこから得られる結果をもとに過去三百
年にわたる西洋人の中国語に対する認識の発展・変化のプロセスを分析するものであ
る。本論文は考察の対照とする時代の三百年間を、西洋人の中国語学習の二大ブーム
をもとに、二つの段階に区切って考察する。 
 まず、16世紀から 18世紀の西洋人の中国語観に関して考察した。 
 明末清初、イエズス会士をはじめとするカトリック宣教師が陸続と中国の地を踏み、
宣教のための必要により、中国語の学習を開始した。彼らは自らが熟達しているラテ
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ン語の文法体系を駆使して中国語の文法を描写・分析し、中国語学習に関する一連の
工具書・教材類を編纂した。また、訪華宣教師による中国や中国語の紹介や著述、そ
して欧州にもたらされた中国語典籍の記述によって、ヨーロッパ本土の学者も中国語
の文法に対する興味が喚起され、研究書が著されるようになった。こうして、在華の
イエズス会士とヨーロッパ本土の学者の二つを中心に、西洋人による中国語学習の第
一次ブームが到来した。 
 特にこの時期では、その代表的な人物であるマルティーニ、バイエル、ヴァロ、プ
レマールの中国語研究についてそれぞれ個別に考察した。彼らの研究は後世の中国語
研究がラテン語を基調とする潮流の礎となったが、同時に、彼らはまた西洋語の文法
とは異なる中国語の特徴についてもより一層注目するようになり、彼らは著作のなか
で中国語の様々な特徴に対する描写と分析に注力した。前編に挙げる人物の中で、中
国語研究においてラテン語を基礎とする傾向について言えば、プレマールは最もその
傾向が希薄であり、彼は文体研究では、中国の伝統的な文体論を高度に取り入れ、文
学の体裁に照らした文体の区分・分類をおこなった。また文法研究では、彼はラテン
語文法の体系を直接援用して中国語の文法を分析する方法論には与せず、中国の伝統
的な虚実論の観念に基づいて、文言と白話の実詞、虚詞それぞれに対して研究をおこ
なったと言える。 
 次の章では 19世紀の西洋人の中国語観に関して考察した。 
 1807 年にモリソンが宣教のために訪華し、19 世紀の西洋人による中国語学習と研
究の時代の幕が開けた。モリソンは中国語学習の普及を提唱すると同時に、教育機関
を創立し中国語教育も推進した。さらに聖書の中国語への翻訳と、中国語による論著、
辞典等の執筆、編纂にも傾注した。このモリソンによる一連の活動は、後の訪華西洋
人の中国語学習にも極めて大きな利便を与えることとなり、モリソン後、イギリス、
アメリカなどの宣教師や外交官らが続々と中国語研究に参入し、西洋人による中国語
学習の第二次ブームが到来した。この時期の中国語研究は一貫して科学的、専門的な
方向に発展し、西洋における専門としての中国学もこの時期に確立された。 
 19世紀の代表的な人物としては、モリソン、ドギーニュ、ロバート・トーム、エド
キンズ、ウェード、マティア、ヒルトについて個別に考察した。これらの人物はいず
れも中国における用務のための長期滞在によって、現地生活の経験があり、中国の言
語・文化に対しても相当に造詣が深かった。ゆえに、彼らの中国語研究はその深さと
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幅の広さのいずれをとっても前時代のカトリック宣教師のそれを凌駕していたと言
える。後編で列挙したこれらの人物の中では、エドキンズの研究が最も全面的かつ緻
密であろう。エドキンズは中国語を世界の言語の大枠に位置づけて研究し、人類の言
語の共通起源を探索すべく努力した。また、彼は中国語の官話と方言とを同時に研究
し、まず中国語の七代方言区を確定し、さらに中国語の語彙の内部構造に着目し、そ
の分析単位を語素のレベルにまで具体化し、中国語のシンタクスについても系統的な
研究をおこなった。エドキンズによる理論のある部分は確かに宏大に過ぎ実証が困難
ではあるが、全体的に見れば、その観点の多くは中国語研究に対して一定の先見性を
備えており、学術的価値が高いと言うことが出来よう。 
 本論文は、16世紀から 19世紀の西洋人による中国語観を知るための一助とすべく、
当該時代の西洋人が編んだ中国語研究に関する文献を歴史的に整理し、これらの文献
について文体、漢字、文法などの語学的な角度から詳細に分析したものである。近代
西洋人は中国語研究を行う際に、比較的完成された中国語文法の体系を構築し、また
同時に中国語が西洋諸言語の文法と異なる特徴にも着目し、さらに真実に近い姿で近
代中国語の実像を記録したことにより、彼らによる研究成果は中国語研究にとって非
常に価値と意義のある存在となった。われわれ現在の研究者がよりいっそう掘り下げ
て整理・考察するに値する研究対象たる所以である。 
 
